
66観光文化224号 January 2015

観
光
政
策
に
関
す
る
独
自
調
査
結
果
や
、

産
業
別
・
地
方
別
の
特
色
あ
る
動
き
を
取

り
上
げ
る
こ
と
で
、
我
が
国
の
旅
行
・
観

光
の
動
向
に
つ
い
て
総
合
的
に
見
渡
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
構
成
し
ま
し
た
。

当
日
は
、「
日
本
人
の
国
内
旅
行
・
海

外
旅
行
」「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」「
観
光
産
業
」

「
観
光
地
」「
観
光
政
策
」
の
五
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
者
代
表

が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

当
財
団
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

を
通
じ
、
研
究
成
果
の
発
信
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
一
つ
に
、
例
年
十
二
月
に

開
催
し
て
い
た
「
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
ま
で
の
「
旅
行

動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
、
第
１
部
と

し
て
、
直
近
一
年
間
の
旅
行
市
場
の
動
向

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
短
期
～
中
長
期

的
な
市
場
予
測
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
第

２
部
で
は
、
旬
の
話
題
を
取
り
上
げ
、
旅

行
・
観
光
分
野
に
と
ど
ま
ら
な
い
多
様
な

ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し
て
、
観
光
地
づ
く
り

や
観
光
関
連
産
業
の
振
興
に
あ
た
っ
て
の

ヒ
ン
ト
を
探
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
の
「
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
は
、
内
容
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
図

り
ま
し
た
。
全
体
的
な
フ
レ
ー
ム
と
し
て

は
、
二
部
構
成
は
変
わ
ら
ず
、
時
期
を
早

め
て
十
一
月
五
日
に
開
催
し
ま
し
た
（
開

催
概
要
は
67
ペ
ー
ジ
参
照
）。

第
１
部
で
は
、
こ
の
ほ
ど
内
容
を
全
面

的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
『
旅
行
年
報

２
０
１
４
』（
写
真
１
）
を
基
に
、
直
近

一
年
余
の
旅
行
・
観
光
を
取
り
巻
く
領
域

の
動
向
に
つ
い
て
、
実
際
に
執
筆
し
た
研

究
員
が
概
説
す
る
形
と
し
ま
し
た
。
第
２

部
で
は
、
当
財
団
の
自
主
研
究
活
動
の
中

か
ら
二
つ
の
研
究
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
定
し
、

同
時
並
行
形
式
で
開
催
す
る
と
い
う
、
学

会
に
近
い
ス
タ
イ
ル
を
採
用
し
ま
し
た
。

第
１
部

﹃
旅
行
年
報
２
０
１
４
﹄
報
告
会

～
我
が
国
の
旅
行
・
観
光
の
動
向

第
１
部
で
は
、
参
加
者
に
配
布
し
た

『
旅
行
年
報
２
０
１
４
』（
当
財
団
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
全
文
を
公

開
）
の
内
容
に
沿
っ
て
、
実
際
に
執
筆
し

た
研
究
員
代
表
が
概
説
し
ま
し
た
（
写

真
２
）。

『
旅
行
年
報
２
０
１
４
』
の
内
容
に
つ

い
て
も
簡
単
に
触
れ
ま
す
と
、今
年
の『
旅

行
年
報
』
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
別
々
の
刊

行
物
と
し
て
昨
年
ま
で
発
行
し
て
い
た

『
旅
行
者
動
向
』（
二
〇
〇
〇
年
～
）、

『M
arket Insight

』（
二
〇
〇
六
年
～
）

で
取
り
扱
っ
て
い
た
日
本
人
の
国
内
旅
行

や
海
外
旅
行
の
実
態
と
旅
行
に
関
す
る

意
識
調
査
結
果
を
組
み
込
む
と
と
も
に
、

訪
日
外
国
人
旅
行
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
や

観
光
研
究
情
報
室

新
た
な﹃
旅
行
年
報
﹄や
自
主
研
究
活
動
と
連
動
し
た

﹃
第
24
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹄を
開
催

写真1　『旅行年報2014』の表紙

写真2　第1部の様子。牧野主任研究員による「観光産業」の解説
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告
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
塩
谷
観
光
政

策
研
究
部
次
長
・
主
席
研
究
員
が
、
観

光
関
連
予
算
の
中
長
期
的
な
推
移
か
ら

見
た
課
題
と
、
自
主
財
源
確
保
に
向
け
た

各
地
の
事
例
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

吉
澤
主
席
研
究
員
は
、
入
湯
税
に
焦
点

を
当
て
、
制
度
の
概
要
や
特
徴
的
な
事
例

に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

ま
た
、
入
湯
税
の
使
途
に
関
す
る
情
報

公
開
や
入
湯
税
の
地
元
還
元
を
意
識
し
て
、

特
に
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
に
関
す
る

関
心
は
高
く
、
ア
ジ
ア
五
か
国
・
地
域
の

訪
日
経
験
者
を
対
象
に
行
っ
た
独
自
調
査

結
果
を
基
に
、
訪
日
外
国
人
が
大
都
市
以

外
の
地
方
を
訪
れ
る
こ
と
に
対
す
る
潜
在

的
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
点
に

つ
い
て
は
、
業
界
紙
な
ど
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

可
欠
で
す
。
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
観

光
推
進
組
織
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
、
少

人
数
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

主
体
と
し
な
が
ら
議
論
を
展
開
し
ま
し
た

（
写
真
３
）。

前
半
部
分
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
梅
川
理
事
・
観
光
政
策
研
究
部
長
か
ら

の
趣
旨
説
明
後
、
当
財
団
か
ら
の
研
究
報

第
２
部　

第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
観
光
推
進
組
織
の
事
業
と
財
源

︱
自
立
的
運
営
に
向
け
て
」

観
光
地
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い

く
「
観
光
地
経
営
」
を
進
め
て
い
く
に
あ

た
っ
て
は
、
事
業
活
動
を
行
う
た
め
の
財

源
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く
か
と
い

う
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
不
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写真3　グループディスカッションの様子

■開催概要

第24回旅行動向シンポジウム
◦開催日時：平成26年11月5日（水）13：30～17：45 ◦参 加 費：無料
◦場　　所：大手町サンスカイルーム ◦参加者数：117人
◦主　　催：公益財団法人日本交通公社

◎プログラム

第1部　『旅行年報2014』報告会～我が国の旅行・観光の動向
◦プレゼンター

「日本人の国内旅行・海外旅行」 中島 泰 （観光文化研究部 主任研究員）
「インバウンド」 相澤 美穂子 （観光政策研究部 主任研究員）
「観光産業」 牧野 博明 （観光文化研究部 主任研究員）
「観光地」 堀木 美告 （観光政策研究部 主任研究員）
「観光政策」 吉澤 清良 （観光政策研究部 主席研究員）

第2部　研究セッション
第1セッション「観光推進組織の事業と財源－自立的運営に向けて」

コーディネーター：理事・観光政策研究部長　梅川 智也
◆研究報告（1）「観光財源を考える－財源の全体像と協力金を中心に」

観光政策研究部次長 主席研究員　塩谷 英生
◆研究報告（2）「温泉地における安定的なまちづくり財源－入湯税を中心に」

観光政策研究部 主席研究員　吉澤 清良
◆グループディスカッション

一般社団法人ニセコプロモーションボード 事務局長　大川 富雄氏
鳥羽市観光課 課長補佐　髙浪 七重氏
由布市商工観光課 観光新組織準備室 係長　高田 信明氏
協力：温泉まちづくり研究会

第2セッション「新たな観光地マネジメントの手法～持続可能性指標を活用した協働型管理」

コーディネーター：理事・観光文化研究部長　寺崎 竜雄
◆研究報告「持続可能な観光地のための指標開発の世界的潮流」

観光文化研究部 主任研究員　中島 泰
◆事例報告「アイルランドにおける指標を活用した協働型管理の現状と課題」

観光文化研究部 主任研究員　五木田 玲子
◆ディスカッション「持続可能性指標を活用した観光地の協働管理の可能性について」

沖縄県座間味村 村長　宮里 哲氏
株式会社日光自然博物館 営業部 係長　森田 孝道氏
国立大学法人東京農工大学大学院農学研究院 教授　土屋 俊幸氏
環境省自然環境局国立公園課 課長補佐　長田 啓氏
協力：自然公園研究会、環境省「環境研究総合推進費」

224号観光文化_財団活動のいま･･･.indd   67 2015/01/08   14:28



「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
す
る
事
業
へ

の
配
分
を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
た

当
財
団
が
事
務
局
を
務
め
る
「
温
泉
ま

ち
づ
く
り
研
究
会
」
か
ら
の
提
言
内
容
を

紹
介
し
ま
し
た（
47
〜
53
ペ
ー
ジ
参
照
）。

後
半
部
分
で
は
、
阿
寒
湖
・
ニ
セ
コ
、

鳥
羽
市
、
由
布
市
か
ら
実
践
者
三
人
の
方

を
ゲ
ス
ト
に
招
い
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー

プ
に
は
、
地
域
の
実
践
内
容
に
沿
っ
た
異

な
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
ゲ
ス
ト
か
ら
の

話
題
提
供
を
踏
ま
え
た
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
２
部　

第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
新
た
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

手
法
～
持
続
可
能
性
指
標
を
活
用

し
た
協
働
型
管
理
」

機
関
誌
『
観
光
文
化
』
２
１
６
号
の
特

集
「
指
標
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
観

光
地
の
管
理
・
運
営
」（
二
〇
一
三
年
一
月

発
行
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
当
財
団
で
は

「
観
光
地
に
お
け
る
持
続
可
能
性
指
標
の

活
用
」
に
関
す
る
自
主
研
究
の
成
果
を
継

続
的
に
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
日
本
の
観
光

地
に
お
け
る
実
践
者
や
、
行
政
、
研
究
者

と
い
っ
た
多
様
な
立
場
の
方
々
を
ゲ
ス
ト

に
お
招
き
し
、
最
新
の
研
究
成
果
の
報
告

と
、
実
務
へ
の
展
開
を
念
頭
に
置
い
た
議

論
を
展
開
し
ま
し
た
。

前
半
部
分
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
寺
崎
理
事
・
観
光
文
化
研
究
部
長
か

ら
の
趣
旨
説
明
後
、
中
島
主
任
研
究
員

が
、
世
界
各
地
に
お
け
る
指
標
開
発
・
運

用
の
経
緯
や
、
当
財
団
が
二
〇
〇
八
年
か

ら
行
っ
て
き
た
研
究
内
容
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
（
写
真
４
）。 

五
木
田
主
任
研
究
員
は
、
二
〇
一
四
年

十
月
に
実
施
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
現
地

視
察
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

後
半
部
分
で
は
、
沖
縄
県
座
間
味
村

お
よ
び
奥
日
光
と
い
う
タ
イ
プ
の
異
な
る

二
つ
の
地
域
の
現
況
と
指
標
運
用
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
ゲ
ス
ト
の
宮
里
哲
氏
（
沖

縄
県
座
間
味
村
村
長
）
と
森
田
孝
道
氏

（
株
式
会
社
日
光
自
然
博
物
館
営
業
部
係

長
）
か
ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
行
政
の
立
場
か
ら
長
田
啓
氏
（
環
境

省
自
然
環
境
局
国
立
公
園
課
課
長
補
佐
）、

研
究
者
の
立
場
か
ら
土
屋
俊
幸
氏
（
東
京

農
工
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
教
授
）
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
と
の
質
疑

応
答
の
中
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に

焦
点
を
当
て
た
指
標
の
活
用
可
能
性
な

ど
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

（
研
究
員　

外
山
昌
樹
）

写真4　中島主任研究員の発表

「
旅
の
図
書
館
」
は
、一
九
七
八
年
（
昭

和
五
十
三
年
）
の
開
館
以
来
、
広
く
観
光

文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

国
内
外
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
地
域
図
書
な

ど
を
通
し
て
、
旅
の
体
験
を
よ
り
深
い
も

の
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
情
報
提
供
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

近
年
は
、
観
光
研
究
者
や
地
域
で
観

光
の
実
務
に
関
わ
る
皆
様
に
も
お
役
立
て

い
た
だ
け
る
よ
う
観
光
研
究
分
野
の
資
料

の
充
実
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
近
年
の
図
書
館
に
は
、
図
書
の
収
蔵・

貸
出
を
行
う
場
所
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
情
報
の
発
信
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
な
ど
、
多

様
な
社
会
の
要
請
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

つ
つ
あ
り
、
施
設
・
運
営
両
面
で
特
色
を

持
っ
た
図
書
館
が
各
地
に
生
ま
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

私
ど
も
の
館
で
も
何
か
で
き
な
い
か
を

考
え
、
旅
・
観
光
の
専
門
図
書
館
と
い
う

特
色
あ
る
“
場
”
を
活
用
し
、
観
光
に
関

わ
る
人
（
観
光
研
究
者
や
観
光
実
務
者
）

同
士
の
交
流
と
情
報
交
換
の
機
会
を
提

旅
の
図
書
館

「
た
び
と
し
ょ C

afé

」
オ
ー
プ
ン
！
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供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、「
た
び
と
し
ょ

Café

」
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
回
「
た
び
と
し
ょCafé

」

を
開
催

「
た
び
と
し
ょCafé 
」（
以
下
、「Café

」）

は
、
昨
年
十
一
月
二
十
一
日
（
金
）、
図
書

館
閉
館
後
の
十
八
時
か
ら
開
催
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
に
『
ア
ー
ト
と
観
光
』
を
取
り

上
げ
、
近
年
、
全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
地
域
芸
術
祭
の
先
駆
け
と
な
っ
た

「
大
地
の
芸
術
祭
（
越え

ち

後ご

妻つ
ま

有り

ア
ー
ト
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
）」
の
運
営
に
携
わ
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
越
後
妻
有
里
山
協
働
機
構
・
事

務
局
長
の
関
口
正
洋
氏
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
に
お
招
き
し
ま
し
た
（
写
真
１
）。

「Café

」
の
ゲ
ス
ト
（
参
加
者
）
に
は
、

大
学
教
授
、
地
方
自
治
体
の
職
員
、
観

光
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
研
究
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
理
事
、
大
学
院
生
な
ど
多
彩
な
顔

ぶ
れ
の
十
四
人
の
方
が
集
い
、
当
財
団
か

ら
も
数
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
一
部
は
、「
大
地
の
芸
術
祭
」
の
概
要

に
つ
い
て
の
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
紹
介
。
単

に
ア
ー
ト
作
品
の
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、

特
に
芸
術
祭
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
越
後

妻
有
地
域
の
特
性
や
抱
え
る
課
題
と
ア
ー

ト
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
な
ど
、

取
り
組
み
の
経
緯
に
及
び
ま
し
た
。
関
口

氏
の
話
を
通
し
て
、

「
自
然
と
一
体
化
し
た
ア
ー
ト
」

「
ア
ー
ト
を
舞
台
に
し
た
地
元
と
の
交
流
」

「
世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
る
ア
ー
ト
」

「
あ
た
ら
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

「
世
界
最
大
の
野
外
美
術
館
」

と
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
こ
の
芸
術
祭
の
意

味
や
意
義
を
理
解
し
、
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
（
図
１
、図
２
）。

第
二
部
で
は
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
ド
リ
ン
ク
や
軽
食
を

取
り
な
が
ら
、
ゲ
ス
ト
か
ら
の
質
問
に
関

口
氏
が
答
え
る
ス
タ
イ
ル
で
進
め
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
「
大
地
の
芸
術
祭
」
の
き
っ
か
け
は
？

な
ぜ
ア
ー
ト
が
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
る
の
か
？

―
―「
大
地
の
芸
術
祭
」が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
の
大
合
併
を

き
っ
か
け
に
新
潟
県
の
企
画
で
立
ち
上
が

っ
た「
里り

創そ
う

プ
ラ
ン
」
と
い
う
構
想
が
あ
り
、

「
大
地
の
芸
術
祭
」
は
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の

で
す
。「
過
疎
高
齢
化
が
進
む
越
後
妻
有

に
お
け
る
地
域
お
こ
し
の
方
法
を
見
つ
け

る
」
こ
と
が
も
と
も
と
の
課
題
で
し
た
。

越
後
妻
有
の
ア
ー
ト
は
、
ア
ー
ト
が
主

役
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
背
景
に
あ
る
風

景
や
自
然
を
見
せ
る
も
の
で
す
。「
里
山
」
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関
口
正
洋
（
せ
き
ぐ
ち 

ま
さ
ひ
ろ
）
氏

　
一
九
七
四
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
東
京
大
学
医
学
部

保
健
学
科
卒
業
。
大
手
金
融
会
社
を
経
て
、
ア
ー
ト
フ

ロ
ン
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
入
社
。
第
一
回
大
地
の
芸
術
祭

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企

画
運
営
を
行
う
。
二
〇
〇
二
年
、
千
葉
市
、
市
原
市
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
舞
台
に
三
十
八
の
建
築
・
美
術
系
大

学
ゼ
ミ
が
参
加
す
る
ま
ち
づ
く
り
・
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
菜
の
花
里
美
発
見
展
」
の
事
務
局
と
し
て
関
わ

る
。
二
〇
〇
三
年
七
月
、
ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」
の
オ
ー

プ
ン
と
と
も
に
常
駐
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
企
画
展
、
イ
ベ

ン
ト
、
棚
田
の
保
全
、
空
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
企

画
運
営
に
関
わ
り
、
現
在
に
至
る
。
二
〇
〇
七
年
四
月

よ
り
大
地
の
芸
術
祭
の
新
し
い
主
体
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設

立
か
ら
運
営
に
関
わ
る
。
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